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自分の身は自分で守る

主な内容

●特集　『９. ２９豪雨』

●『２学期制』を始めます

●災害に強いまちを目指して



平成１４年度から実施された学習指導要領では、自ら学び、自ら考える力など『生

きる力』を育むことを目指し、各学校が『ゆとり』の中で『特色ある教育』を展開し、

基礎的・基本的な内容をより確実に身につけさせることを求めています。

度会町教育委員会では、『生きる力』の育成を目指し、町内の小中学校において平

成１７年４月から、『２学期制』を実施します。

『２学期制』では、１０月の体育の日を区切りにして、１年を前期と後期の２つの

学期に分けることになります。

この機会に教育全般の見直しを行い、『ゆとり』の中で『特色ある教育』を展開し、

児童生徒の学習活動の一層の充実を目指し、次代を担う度会町の子どもの育成を図り

ます。

『２学期制』になると、学校は次のように変わります。
①始業式・終業式の回数が減ります。

②夏季休業日（夏休み）が２日間短くなり、秋季休業日（秋休み）が、１０月の体育

の日の翌日から２日間設けられます。

冬季休業日（冬休み）、学年始休業日・学年末休業日（春休み）は変わりません。

③通知表は学期末に出されるため、年間２回の発行となります。

④その他

・行事の見直し、評価、長期休業のあり方などについては、今後各学校で、また町全

体で協議し調整していきます。

・『２学期制』への移行を機会に、学校創立記念日における学校休業を廃止します。

町民の皆様方の学校教育ならびに教育行政への、
より一層のご理解とご協力をお願いします。

平成１７年４月から

度会町教育委員会

『２学期制』を始めます
町内小中学校
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平
成
17
年
度
の
保
育
所
入
所

申
し
込
み
を
、
次
の
要
領
で
受
け

付
け
ま
す
。

現
在
も
入
所
し
、
来
年
度
も
引

き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
改
め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
入
所
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
保
護
者
に
代
わ
っ
て
児
童
を
保

育
す
る
人
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
。

①
保
護
者
が
家
事
以
外
の
家
庭
内

外
労
働
（
外
勤
・
自
営
・
内
職

な
ど
）
を
し
て
い
る
。

②
保
護
者
が
い
な
い
。

③
保
護
者
の
出
産
ま
た
は
長
期
の

疾
病
。

④
保
護
者
が
家
族
の
病
人
な
ど
を

常
時
看
護
し
て
い
る
。

⑤
災
害
な
ど
に
よ
る
家
屋
の
破
損
。

⑥
①
〜
⑤
以
外
で
明
ら
か
に
保
育

に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

※
年
度
途
中
か
ら
入
所
を
希
望
さ

れ
る
場
合
も
届
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
保
育
料
に
つ
い
て

保
護
者
の
世
帯
に
属
す
る
前
年

度
分
の
町
民
税
、
保
護
者
の
前
年

の
所
得
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

※
世
帯
に
よ
っ
て
は
保
護
者
以
外

に
祖
父
母
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の
所

得
な
ど
を
加
算
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
初
め
て
保
育
所
を
利
用

さ
れ
る
平
成
16
年
１
月
１
日
の
時

点
で
町
内
に
住
所
の
な
い
場
合
は
、

次
の
①
②
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
『
平
成
15
年
分
源
泉
徴
収
票
』

②
『
平
成
16
年
度
分
住
民
税
課

税
証
明
書
』
※
前
住
所
地
市
町

村
役
場
に
て
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
受
付
期
間

平
成
１６
年
１１
月
１５
日


〜
１２
月
１３
日


度会町内保育所の概要

保育所名 所在地 定員 保育時間 保育受入年齢

長原保育所
度会町
　長原365番地

７５人
午前８時～

午後４時

※棚橋保育所、
中之郷保育所に
て延長保育を
行っています。

２歳～

棚橋保育所
度会町
　棚橋248番地の２

２００人 ６か月～

中之郷保育所
度会町
　中之郷1024番地

４５人 ２歳～

南中村保育所
度会町
　南中村81番地

５０人 ２歳～

▽
申
込
方
法

役
場
健
康
福
祉
課
で
交
付
す
る

申
し
込
み
用
紙
『
保
育
所
入
所
申

込
書
』
と
『
申
告
書
並
び
に
証
明

書
』
に
て
、
役
場
健
康
福
祉
課
、

ま
た
は
町
内
各
保
育
所
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

初
め
て
申
し
込
み
さ
れ
る
場
合

は
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先

役
場
健
康
福
祉
課
（

６
２
―

２
４
１
３
）

▽
入
所
の
お
知
ら
せ

入
所
要
件
に
該
当
す
る
か
確
認

の
う
え
、
２
月
中
旬
に
申
し
込
み

者
に
通
知
し
ま
す
。

町
内
保
育
所　

入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始

̶

¦
入
所
を
継
続
さ
れ
る
場
合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
¦

夏 ま つ り
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町消防団からの説明を熱心に聴く参加者

去
る
10
月
17
日
、
中
川
各
地
区

避
難
所
お
よ
び
中
川
小
学
校
を
会

場
に
、『
中
川
地
区
防
災
訓
練
』

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
12
月

に
、
度
会
町
も
東
南
海
・
南
海
地

震
の
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
大
地
震
を
想
定
し
、

町
民
の
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

体
験
型
の
防
災
訓
練
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
延
べ
６
０
０
人

余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

早
朝
の
第
１
部
で
は
、
町
が
地

震
発
生
に
伴
う
避
難
勧
告
を
防
災

無
線
で
放
送
後
、
各
字
で
４
６
２

人
が
、
公
民
館
な
ど
６
か
所
の
避

難
所
に
避
難
、
安
否
確
認
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
消
防

団
に
よ
る
消
火
器
・
消
火
栓
の
扱

い
方
の
説
明
の
あ
と
体
験
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
２
部
で
は
、
中
川
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、
町

消
防
団
の
方
が
消
火
栓
の
扱
い
方

を
、
伊
勢
市
消
防
本
部
の
方
が
消

火
器
の
扱
い
方
、
三
角
巾
を
使
っ

た
応
急
処
置
の
方
法
を
指
導
し
、

参
加
者
も
実
際
に
手
に
触
れ
体
験

を
し
ま
し
た
。
県
防
災
危
機
管
理

局
の
職
員
に
よ
る
講
演
（
図
上
訓

練
）
や
避
難
食
の
試
食
、
阪
神
大

震
災
な
ど
の
災
害
状
況
パ
ネ
ル
・

防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

三
角
巾
を
使
っ
た
応
急
処
置
や
、

消
火
器
で
の
消
火
、
消
火
栓
の
取

り
扱
い
な
ど
は
、
初
め
て
体
験
し

た
と
い
う
人
も
多
く
、
と
ま
ど
い

安否確認をする区長さんたち

三角巾を使った応急処置方法

災害に備え家庭でできることを考えよう

な
が
ら
も
真
剣
な
眼
差
し
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。

中
西
久
代
さ
ん
（
立
花
）

家
に
始
終
お
る
も
ん
で
、
地
震

が
起
こ
っ
た
ら
、
ガ
ス
と
か
が
心

配
や
。
今
日
は
初
め
て
自
分
で
消

火
器
を
持
た
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
少
し
重
か
っ
た
け
ど
自
分
で

も
で
き
る
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
良
い
経
験
や
っ
た
わ
。
息
子

の
勧
め
で
来
た
け
ど
、
ま
た
こ
ん

な
訓
練
が
あ
っ
た
ら
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。

大
西　

實
さ
ん
（
長
原
）

長
原
区
で
は
、
自
主
防
災
会
の

役
員
や
区
役
員
な
ど
で
、
年
に
数

回
、
危
険
箇
所
や
用
排
水
路
の
見

回
り
点
検
を
し
と
る
ん
や
。

本
格
的
な
区
で
の
訓
練
は
、
初

め
て
か
な
ぁ
。
区
民
の
意
識
の
向

上
に
な
る
し
良
い
な
ぁ
。

今
回
、
長
原
区
で
は
、
一
人
暮

ら
し
の
人
も
お
る
し
、
各
戸
を
回

っ
て
安
否
確
認
も
し
た
ん
や
。

こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
、

参
加
し
た
い
な
ぁ
と
思
っ
と
る
。

〜
３
日
間
は
生
き
る
術
を
各
自
で
備
え
て
く
だ
さ
い
〜

〜
３
日
間
は
生
き
る
術す

べ

を
各
自
で
備
え
て
く
だ
さ
い
〜

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
川
地
区
防
災
訓
練
を
実
施

中
川
地
区
防
災
訓
練
を
実
施
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去
る
10
月
15
日
、
北
九
州
市
九

州
厚
生
年
金
会
館
で
開
催
さ
れ
た

平
成
16
年
度
全
国
食
生
活
改
善
大

会
で
、
地
域
社
会
で
の
活
動
に
よ

っ
て
食
生
活
の
改
善
を
行
い
、
地

域
住
民
の
明
る
い
健
康
的
な
生
活

習
慣
の
実
現
に
功
績
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
度
会
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
受
賞
を
受
け
、「『
私
た
ち

の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
後
も
、
現
在
、

行
っ
て
い
る
事
業
を
継
続
し
な
が

ら
、
地
産
地
消
運
動
や
食
の
安
全
・

安
心
に
関
す
る
取
り
組
み
、
ま
た

食
だ
け
で
な
く
、
運
動
や
休
養
に

も
目
を
向
け
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
、
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

度
会
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
の
皆
さ
ん

休日や夜間にケガをしたり、急病になった
場合、救急車を呼ぶほどではないが、すぐ治
療を受けたい時は、まずかかりつけの医師か
休日応急診療所で診察を受けてください。
●伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児

科・歯科）　　　　　（２５－８７９５）
かかりつけの医師をお持ちでない場合や、
連絡が取れない場合は、次の方法で受診でき
る医療機関を探すことができます。
●インターネットによる案内

http://www.qq.pref.mie.jp/

（救急医療情報システム）
●携帯電話による案内

http://www.qq.pref.mie.jp/k/

●音声・ＦＡＸによる案内

　　０５９－２２３－１１９９（いい救急）
ＦＡＸ０５９９－４６－１１９９（いい救急）
●伊勢地域救急医療情報センター（消防本部）

　２８－１１９９（いい救急）
※案内を受けた後、必ず電話で医療機関の都
合を聞いてから出かけて下さい。
問 合 先　役場健康福祉課
　　　　　　　（６２－２４１３）

●
運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
追
放

交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
施

町
で
は
、
年
末
の
交
通
安
全
県

民
運
動
期
間
中
に
街
頭
指
導
を
実

施
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

12
月
11
日
（
土
）

午
前
７
時
30
分
〜

▽
開
催
場
所　

大
野
木
地
内
交
差

点
付
近

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対

人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機

付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動

車
に
、
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
保
険
・
共
済
で
す
。

特
に
車
検
制
度
の
な
い
原
動
機

付
自
転
車
・
２
５
０

以
下
の
軽

二
輪
自
動
車
は
、
期
限
切
れ
、
か

け
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

自
賠
責
保
険
の
詳
し
い
内
容

は
、http://w

w
w

.jibai.jp

で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

年末の交通安全県民運動
12月11日（土）～

20日（月）

急に病気やケガで、すぐ医師に
診てもらいたいとき

安全運転にこころがけましょう
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特 集『9. 29豪雨』

町
内
に
被
害
を
残
す

台
風
21
号
の
接
近
に
伴
い
、
９
月
28
日
か
ら
29
日
に
か

け
て
、県
内
各
地
で
猛
威
を
振
る
っ
た
『
９
．
29
豪
雨
』
は
、

宮
川
上
流
で
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
瞬
く
間
に
増

水
し
た
宮
川
は
、
町
内
各
地
で
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

町
災
害
対
策
本
部
で
は
、
午
後
２
時
10
分
に
棚
橋
の
一

部
地
域
な
ど
に
避
難
勧
告
を
出
し
、
中
央
公
民
館
を
は
じ
め

と
す
る
避
難
所
に
、
自
主
避
難
、
帰
宅
困
難
者
な
ど
を
含
め

43
人
（
午
後
５
時
30
分
現
在
最
大
数
）
の
方
が
避
難
さ
れ
、

不
安
な
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
町
内
で
は
人
命
に
か
か
わ
る
被
害
は
免
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
地
で
家
屋
の
床

上
浸
水
17
棟
、
床
下
浸
水
11
棟
、
道
路
の
冠
水
17
か
所
以

上
な
ど
、
多
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

冠水によりヘドロののった町道川南線（立花）

遊具も宮川の増水によりなぎ倒される（宮リバー度会パーク）ステージも冠水（宮リバー度会パーク）

増水した宮川のようす（棚橋）
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特 集『9. 29豪雨』
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
現
在
も
調
査
中
で

あ
り
、
早
期
の
復
旧
を
目
指
し
て
お
り
ま
す

が
、
完
全
な
復
旧
に
は
数
年
か
か
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

町
で
は
今
回
の
こ
と
を
教
訓
に
、
防
災
対

策
、
応
急
対
策
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
し
た
施
策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
災
害
で

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
避
難
者

へ
の
援
助
や
復
旧
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

土砂に埋もれた茶畑（長原）

宮川の増水により流木が押し寄せた町道川南線（立花）防霜施設もごみとともに倒れる（長原）

冠水した県道玉城南勢線（大野木）宮川の増水により流木などが茶畑にのる（平生）

大きなものまでが流される（大野木） 県道伊勢大宮線も冠水し通行止めとなる（立岡～鮠川）
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台
風
21
号
お
よ
び
秋
雨
前
線
に

伴
う
大
雨
に
よ
り
受
け
た
被
害
に

対
し
、
生
活
の
立
て
直
し
に
資
す

る
た
め
、
世
帯
主
に
対
し
、
災
害

援
護
資
金
の
貸
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

１
貸
付
主
体　

市
町
村

２
対
象
災
害　

県
内
す
べ
て
の
市

町
村
で
の
、
台
風
21
号
お
よ
び

秋
雨
前
線
に
伴
う
大
雨
に
よ
り

受
け
た
被
害

３
対
象
者　

２
の
災
害
に
よ
り
負

傷
ま
た
は
住
居
、
家
財
に
被
害

を
受
け
た
世
帯
主

４
貸
付
限
度
額　

３
５
０
万
円
ま

で
（
被
害
の
内
容
な
ど
に
よ
り

貸
付
額
が
異
な
り
ま
す
）

５
所
得
制
限

※
た
だ
し
、
そ
の
世
帯
の
住
居
が

滅
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

１
，
２
７
０
万
円
と
す
る
。

６
利
率　

年
３
％
（
据
置
期
間
中

は
無
利
子
）

７
据
置
期
間　

３
年
（
特
別
の
場

合
５
年
）

８
償
還
期
間　

10
年
（
据
置
期
間

を
含
む
）

９
償
還
方
法　

年
賦
ま
た
は
半
年

賦
10
申
込
期
限　

12
月
28
日
（
火
）

世帯人員 市町村民税における前年の総所得額

１人 ２２０万円

２人 ４３０万円

３人 ６２０万円

４人 ７３０万円

５人以上 １人増すごとに７３０万円に
３０万円を加えた額

ま
で

▽
問
合
先　

役
場
防
災
・
情
報
課

（

６
２
―
２
４
２
１
）

『
災
害
援
護
資
金
』の

貸
付
に
つ
い
て

１
点
検
商
法
に
よ
る
訪
問
販
売

い
ず
れ
も
「
無
料
で
点
検
し
ま

す
」
と
言
っ
て
は
、
本
来
必
要
の

な
い
、
高
額
な
契
約
を
勧
め
る
も

の
で
、
災
害
に
便
乗
し
、
床
下
換

気
扇
の
取
り
付
け
、
床
下
乾
燥
剤

の
散
布
、
屋
根
・
外
壁
・
耐
震
な

ど
の
工
事
、
配
水
管
や
害
虫
駆
除

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
や
っ
て

き
ま
す
。

２
契
約
は
慎
重
に
！

ま
ず
は
訪
問
を
受
け
た
ら
、
相

手
の
身
分
や
目
的
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。『
点
検
』の
目
的
が
、『
販

売
』
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
契

約
は
そ
の
場
で
は
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
特
に
契
約
を
急
が

せ
る
業
者
は
要
注
意
で
す
。
万
一
、

契
約
を
す
る
場
合
は
、
家
族
や
信

頼
で
き
る
人
に
相
談
を
し
、
複
数

の
業
者
か
ら
見
積
書
を
と
っ
て
、

内
容
を
比
較
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

３
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
相
談
を
！

▽
問
合
先　

三
重
県
県
民
生
活
セ

ン
タ
ー
（

０
５
９
―
２
２

８
―
２
２
１
２
）

災
害
に
便
乗
し
た

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

台風21号および秋雨前線に伴う
大雨により受けた被害に対する

　お知らせ

台風21号および秋雨前線に伴う
大雨により受けた被害に対する

　お知らせ
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１００年以上も前から日本には、「未成年者はたばこを吸ってはいけない」とする
法律がありました。

未成年者喫煙禁止法 ＜１９００年（明治３３年）施行＞

満20歳未満の喫煙禁止

　・未成年の子に喫煙させると親が罰せられる
　・未成年者と知っていて、たばこを売ると罰せられる
　　（たばこを販売する際に、年齢確認など必要な措置を講じること）

・今年の運動会では、テント中の来賓席の灰皿が消えたところもありました。
・度会町の小学校・中学校において、禁煙教育を行っています。

前回までに、度会町の学校では、学校敷地内禁煙化実施をうけて、『学校禁煙化を考える』『たばこによる健康障害』
『未成年者の喫煙の危険』『たばこの害と禁煙のすすめ』について、お知らせしました。今回は、たばこは、どのよ
うに禁止されているか、法律からみてみました。

大人になれば、たばこを吸ってもあたりまえと思われていた時代もありました。
しかし今・・・「どこにいても、他の人にたばこの害を及ぼしてはいけない」とす
る法律ができたのです。

健康増進法 ＜２００３年（平成１５年）施行＞

受動喫煙の防止（第25条）

　・多くの人が利用する施設（学校・病院・劇場・
　　飲食店ほか）の管理者は、受動喫煙を防止する
　　ために努めなければならない。

現在では、全国各地でも『たばこの自動販売機を屋外に設置しない』『禁煙地区の路上で
たばこを吸ったりポイ捨てした人に罰金』など、独自に条例を定める自治体が増えています。

いま、度会町の学校では・・・

来年１月からは、学校へ来て頂いたＰＴＡ・来賓のすべての人々

が、学校敷地内でたばこを吸えなくなります。今一度、意識を持っ

ていただいて、各自が禁煙に努めてください。

～みなさん ご存知でしたか？①～

他人に煙を
　吸わせない法律

学校禁煙化を考える 度会町養護部会
第５回 学校禁煙化を考える

たばこの害を最小限にくいとめるために、度会町では学校敷地内
禁煙化を実施します。

～みなさん ご存知でしたか？②～
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Vol.8

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
、
『
火
』
が
あ
り

ま
す
。
料
理
や
暖
房
、
灯
り
と
し

て
使
用
し
た
り
、
火
は
非
常
に
便

利
な
も
の
で
す
が
、
使
い
方
を
誤

っ
た
り
、
「
つ
い　

う
っ
か
り
」

使
用
し
た
り
す
る
と
、
恐
ろ
し
い

火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

火
の
用
心

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
？

①
家
の
周
り
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
い
て
い
る
と
放
火

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。


寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
し
な
い
。


天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
は

し
な
い
。
た
き
火
が
風
に
よ
り

拡
大
し
た
り
、
火
の
粉
が
飛
ん

で
火
事
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。


子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
な
ど
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
は
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

⑧
風
呂
の
空
焚
き
に
気
を
つ
け

る
。

⑨
寝
る
前
に
は
必
ず
火
の
元
を
確

認
す
る
。

火
災
発
生
！

も
し
、
火
災
が
起
こ
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
次
の
こ
と
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

①
早
く
知
ら
せ
る
。

ひ
と
り
で
消
そ
う
と
し
た
り
、

慌
て
て
逃
げ
た
り
せ
ず
、
火
災
の

こ
と
を
、
大
声
で
近
所
の
人
に
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。
消
防
署
へ
の
通

報
は
１
１
９
番
で
す
。


早
く
消
す
。

初
期
消
火
が
で
き
る
の
は
、
火

が
天
井
に
燃
え
移
る
ま
で
で
す
。

燃
え
て
い
る
も
の
を
よ
く
確
認
し

て
、
落
ち
着
い
て
水
バ
ケ
ツ
や
消

火
器
を
使
っ
て
消
火
し
て
く
だ
さ

い
。
初
期
消
火
は
、
自
分
の
身
が

安
全
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

③
早
く
避
難
す
る
。

初
期
消
火
が
無
理
だ
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
火
災
で
怖
い
の
は
炎
よ
り
も

煙
で
す
。
姿
勢
を
低
く
し
、
口
や

鼻
を
濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
抑
え
て

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
火
に

対
す
る
危
険
性
を
軽
視
せ
ず
、
日

ご
ろ
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
た
と

き
の
対
応
や
、
消
火
に
対
す
る
備

え
な
ど
を
、
家
族
や
職
場
な
ど
で

話
し
合
っ
た
り
、
町
な
ど
で
行
わ

れ
る
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
て
、

火
災
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
大
切

な
人
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
意
識
を
も

つ
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

地
域
で
守
ろ
う

ま
た
、
火
災
発
生
時
に
は
、
ま

ず
は
冷
静
に
な
り
、
初
期
消
火
や

避
難
と
と
も
に
、
大
声
で
助
け
を

求
め
て
く
だ
さ
い
。
地
域
に
は
消

防
団
の
方
た
ち
も
い
ま
す
し
、
地

域
の
人
が
集
ま
れ
ば
、
消
火
や
避

難
に
力
を
貸
し
て
も
ら
え
ま
す
。

消
防
団
な
ど
地
域
の
人
の
力
に

よ
る
素
早
い
消
火
が
、
周
囲
へ
の

延
焼
な
ど
を
防
ぎ
、
地
域
全
体
を

守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

た
だ
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

『火は消した？　いつも心に　きいてみて』　～火災予防運動　11月9日～15日
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消火器の取り扱い方

油や電気の火災に、水での消火は危険です。
感電したり火災を大きくしたりする場合があり
ます。確実に消火するためには、家庭でも万能
タイプの粉末や強化液消火器が有効です。使い
方を覚えておきましょう。

近
く
で
大
き
な
火
事
を
見
た
こ

と
は
な
い
け
ど
、
実
際
に
見
た
ら

怖
い
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
う
。

火
事
に
な
る
原
因
は
、
た
ば
こ

か
マ
ッ
チ
だ
と
思
っ
て
、
前
回
た

ば
こ
で
描
い
た
の
で
、
今
回
は
マ

ッ
チ
で
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
た
。

マ
ッ
チ
を
大
き
く
見
せ
た
か
っ

た
の
で
、
虫
め
が
ね
を
描
い
て
み

た
。最

優
秀
に
選
ば
れ
て
、
嬉
し
い

で
す
。

インタビュー
伊勢市防火協会
防火ポスター
コンクールで

最優秀賞を受賞

永木 良佑さん
　　　（鮠 川）

内城田小学校6年

内城田小学校５年

　岡　　実咲さん

優秀作品

①黄色の安全ピン（栓）

を上に引き抜く

②ホースをはずしてノ

ズルを火元に向ける

③レバーを強く握って

噴射する

☆消火のポイントは火元に確実に噴射すること
です。

☆消防署員や町職員を装った悪質な消火器の訪
問販売に注意をしてください。（役場は直接、
消火器の販売をすることはありません。）







まめ知識

度会中学校１年

　岡村　実璃さん
度会中学校２年
　福井　淑崇さん
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ふれあいの中で
共に生きる

　去る１０月２４日、度会町地域福祉セン

ターを会場に、福祉・ボランティア活動に関

心と親しみをもち、ふれあいの中で共に生き

ることを知ってもらおうと『福祉ふれあいま

つり』が開催され、たくさんの方が集い、交

流を深めました。

　福祉体験発表会では、町内各小中学校の代

表者６人の皆さんが一日福祉体験を通じて感

じ、考えたことなどの作文を発表し、会場内

の皆さんに福祉の輪を広げるとともに、共感

を得ていました。

西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

10
月
21
日

う
さ
ぎ
棲す

む
話
信
じ
て
月
祀ま

つ

る

大
野
木　

串
田　

冬
扇

子
の
髪か

み

を
梳す

け
ば
に
ほ
へ
り
秋あ

き
ざ
く
ら桜

棚　

橋　

松
本　

貞
子

千
人
針
ま
だ
捨
て
き
れ
ず
敬
老
日

田　

間　

村
山　

和
美

川
幅は

ば

に
度ど

ぎ

も肝
抜
か
る
る
秋
出
水

葛　

原　

中
井　

和
子

青
蜜み

か

ん柑
配
ら
れ
て
あ
り
六
地
蔵

麻
加
江　

中
村　

和
代

手
轆ろ

く

ろ轤
に
練ね

る
干え

と支
の
酉と

り

秋
の
雨

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

月
祀ま

つ

る
諸し

ょ
ぶ
つ佛
聞
き
ま
せ
琴こ

と

の
音ね

を

牧　

戸　

中
西
て
い
子

流る

け

い刑
小
屋
水
引
草
の
紅
淡あ

わ

し

麻
加
江　

北
村　

櫓
江

福祉ふれあい
まつり

福祉ふれあい
まつり

ふれあいの中で
共に生きる

　場内では、ルーレットやホールインワンゲーム、

車椅子体験、点字・手話体験、各種バザーなどが

行われ、また、ステージでは、度会中学校吹奏楽

部の演奏や、保育園児による歌や踊り、仮装スト

リートダンス大会など、様々な催しが繰り広げら

れ、笑顔で溢れました。

　お楽しみ抽選会のあと、フィナーレを飾る餅ま

き大会では、お餅やお菓子などがまかれ、歓声に

包まれました。

まつり大賞受賞『つくしガエルの大家族』

度会中学校吹奏学部の皆さん

ちびっこ忍者　参上！
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はじめまして！まどかです
食べるのだいすき。踊るのだいすき。依吹にい

ちゃんだいすき。みんなだぁ～いすき
よろしくね。

畑　まどかちゃん

平成15年11月21日生まれ
（棚　橋）
父 一　平 さん
母 真由美 さん

はじめまして！のあです。

天国のパパ、こんなに大きくなったョ。見守っ

ていてね。

見かけたら声をかけてね！

　去る９月３０日、町子育て支援センターで、伝承あそび教

室『おじいちゃん、おばあちゃんと遊ぼう』が開催されました。

　お手玉や折り紙、こまなど普段見慣れない遊び道具に、子

どもたちは興味津々。おじいちゃんやおばあちゃんに早速手

ほどきを受け、みんなで仲良く遊びました。

おじいちゃん、おばあちゃんと

一緒に遊ぼう！

12 月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

「へぇ～土の中にできとるんや！」　落花生ほりを体験

去る１０月１３日、世古暁美さん（鮠川）の畑で、内城田小学校

１年生の児童が、落花生・サツマイモほりの体験を通して、収穫の

秋を楽しみました。

児童は、土の中から赤いサツマイモが見えると、「イモが出てき

た」と歓声を上げ、大きなイモを高々と持ち上げていました。ま

た、落花生ほりでは、茎の下にたくさんの落花生ができているのを

見るのは、初めてという子が多く、「へぇ～、土の中にできとるん

や！」とびっくりしていました。

採れた落花生は、翌日塩ゆでをしていただきました。サツマイモは、

これからの『せいかつ』の時間にどうするかみんなで話し合います。

飯田　望愛ちゃん

平成15年11月19日生まれ
（田　間）

父（故）正峰 さん
母 真弓 さん

12（№ 472）13 （№ 472）



お知らせ11月

November

お母さんのためのリフレッシュ講座
『クリスマスのプレート飾りを作ろう！』を開催

開催日時　１２月６日（月）
　　　　　　午前１０時～１１時３０分頃
受付時間　午前９時４５分～
開催場所　町子育て支援センター（保健センター棟内）
対　　象　小学校未就学のお子さんを子育て中の方
定　　員　１５名
参 加 費　３５０円
申込期間　１１月２４日（水）～２６日（金）
申込・問合先

町子育て支援センター（６２―１１１２）

『特設人権相談所』を開設

１２月４日～１０日の人権週間にちなみ、町では法務
局係官と町内の人権擁護委員さんによる『特設人権相談
所』を開設します。
日常生活において、人権に関することでお悩みの方は、

気軽にご利用ください。
また、行政相談委員さんによる行政相談も同時に行わ

れます。
開設日時　１１月２９日（月）午前１０時～午後３時
開設場所　町中央公民館（６２―１５８８）
相 談 員
・人権擁護委員　・行政相談委員　・法務局係官

※相談は無料で、秘密は堅く守られます。
問 合 先　役場町民課戸籍住民係（６２－２４１１）

未入所幼児との交流会を開催

各保育所では、保育所園児と未入所幼児との第３回交
流会を開催します。
開催日時　１１月１７日（水）　
　　　　　　午前９時３０分～１１時（雨天決行）
開催場所　町内各保育所
参 加 者　町内在住の保育所入園前のお子さんと保護

者
問 合 先　長原保育所　６４－００２２
　　　　　　棚橋保育所　６２－００７４
　　　　　　中之郷保育所　６２－００７０
　　　　　　南中村保育所　６５－０２６６

三重県立伊勢まなび高等学校入試について

『学びたい人が学ぶ内容を自分のペースにあわせて学べ
る学校』という基本理念のもとに、午前部・午後部・夜間
部からなる３部制の新たな高校としてスタートしました。
◎推薦入学・特別選抜
申込期間　平成１７年１月２５日（火）～２８日（金）
試 験 日　平成１７年２月３日（木）・４日（金）
試験内容　作文・面接
対 象　・推薦入学　来春中学校を卒業する人
　　　　　　・特別選抜　成人の人または中学既卒者
◎一般選抜
申込期間　平成１７年２月２１日（月）～２４日（木）
試 験 日　平成１７年３月１４日（月）
試験内容　学力検査・作文・面接
対 象　来春の中学新卒者・中学既卒者・成人の人
問 合 先　伊勢まなび高校（２５－３６９０）
※中学生の人は、学校の先生にお尋ねください。

農業日誌の予約受付中

平成１７年版の『農業日誌』『新農家暦』『ファミリー
日誌』の予約申込みを受付けています。
販売価格

農業日誌 １，４００円
新農家暦　 ４８０円
ファミリー日誌 １，４００円（いずれも消費税込み）

申込期限　１１月３０日（火）
申 込 先　各字の区長さん、自治会長さん
問 合 先　役場産業振興課（６２－２４１６）

『生き生き楽しい作品展』を開催

三重県退職教職員互助会伊勢・度会支部では作品展覧
会を開催します。
開催日時

・１１月２０日（土）　午前１０時～午後４時
・１１月２１日（日）　午前１０時～午後３時
開催場所　伊勢シティプラザ（外宮前）
問 合 先　三重県退職教職員互助会伊勢・度会支部
　　　　　作品係　井坂（３６－３８２１）

平成16年10月１日から
 三重県最低賃金『時間額668円』

問 合 先
　三重労働局労働基準部賃金室（059－226－2108）
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シリーズ今夜の夕食

作
り
方

おからは玄米の３倍以上の食

物繊維を含み、牛乳は丈夫な骨

づくりに欠かせない、吸収の良

いカルシウムを含んでいます。

成長期の子どもや、歯の弱いご

高齢の方にも、お勧めです。

おからクリームコロッケ

●問い合わせは、保健センター、子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

12月３日（金）、12月24日（金）

時　間：午前10時～正午

場　所：子育て支援センター

対　象：保育所に行っていないお子

さん

12月13日（月） 一之瀬公民館

12月14日（火） 麻加江生活改善センター

12月20日（月） 中央公民館

時間：午前10時～11時30分ごろ

内容：保育士による手遊び、自由遊

び等

対象：保育所に行っていないお子さん

受　付：午後１時15分～１時45分

場　所：保健センター

乳児健診の対象：

原則として

・２か月児健診

平成16年10月生まれのお子さん

・７か月児健診

平成16年５月生まれのお子さん

・12か月児健診

平成15年12月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として偶数月

生まれの１歳まで

のお子さん

12月８日（水）《ひよこグループ》

12月９日（木）《うさぎグループ》

時　間：午前10時～正午ごろ

場　所：子育て支援センター

※初回のみ要申込み

保健・子育て支援情報保健・子育て支援情報

受　付：午後０時45分～１時

場　所：保健センター

対　象：平成15年４月・５月生まれ

のお子さん

おからは耐熱容器に広げ、ラップなしで電子レンジに３～４分かけて水分をとばし、フォーク
で混ぜながらほぐす。皿に広げて、再び電子レンジに２分かける。（フライパンで炒ってもよい）
たまねぎ・ベーコンは粗みじん切りにする。生しいたけは５ｍｍ角に切る。
②を炒める。
ホワイトソースを作る。鍋に小麦粉とバターを入れて弱火で５～７分炒める。
火を止めて、だまにならないように牛乳を少しずつ加える。再び火にかけ、とろみがつくまで
煮て、塩・こしょうを混ぜる。
おからと③をボウルに入れ、⑤のホワイトソースを混ぜる。塩・こしょう各少々で味をつけ、
バットに広げて冷ます。
⑥を１２等分して丸く形作り、衣の材料を順につけ、１７０℃に熱した揚げ油できつね色に揚
げる。うつわにレタスを添え盛り付ける。

地区巡回広場わたぼうし

乳児健診および育児相談
12月15日（水）

遊・友・YOUくらぶ１歳６か月児健康診査
12月１日（水）

わたっこ広場開放

おめでた

乳製品を使った料理
度会町食生活改善推進協議会

作
り
方

おくやみ

９月中に届出のあった方（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名

北村　矢
ゆうや

 武 長　原

登　　駿
は や と

斗 祐樹 長　原

藤田　心
こ こ あ

愛 一久 上久具

油家　颯
そ う と

斗 顕史 大野木

森川　光
ひりゅう

竜 和也 注連指

川北　ゆい 征哉 棚　橋

森本　大
ひ ろ む

夢 幸成 麻加江

９月中に届出のあった方（敬称略）

 名　前　 年齢 字名

大西　董 ７６ 棚　橋

八木　兼三 ８０ 中之郷

小野　ふ  ７３ 栗　原

坂本　浩治 ７１ 平　生

松月　幸 ６９ 棚　橋

山本　八重 ７４ 棚　橋

材料（４人分）

おから ３００ｇ

たまねぎ ３分の１個

ベーコン ３枚

生しいたけ ３枚

ホワイトソース

小麦粉 大さじ４

バター ３０ｇ

牛乳 ２カップ

塩 小さじ２分の１

こしょう 少々

衣
　塩・こしょう・小麦粉・

　　溶き卵・パン粉 各適量

揚げ油 適量

レタス 適量
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ホ
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ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

か
がやけ！

びと　

た
らい

　
29 私たちの新婚生活は、度会町から始まりました。

去る１０月１７日、中川各地区および中川小
学校を会場に、『中川地区防災訓練』が行われ
ました。
早朝から始まった訓練にもかかわらず、延べ
６００人余りの地区住民および消防団の皆さん
が参加し、安否確認や消化器の取り扱い方など
に、真剣な眼差しで取り組んでいました。

一
日
一
歩

今
年
は
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
台
風

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
き
っ
と
皆
さ
ん

も
、
幾
度
と
な
く
不
安
に
思
わ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
忘
れ
る
ど
こ

ろ
か
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
な
台

風
に
、「
情
け
は
な
い
の
か
」
と
言
っ

て
や
り
た
い
気
分
で
す
。

台
風
に
よ
っ
て
、
県
内
で
も
た
く
さ

ん
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
ま
た
、
町
内

で
も
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町のうごき
人　口 男　4,574（－ 1） 出生　 7

女　4,841（－16） 死亡　 7
計　9,415（－17） 転入　 8

世帯数2,729（－ 5） 転出　25

福 浦　俊
とし

 行
ゆき

 さん （棚 橋） 34歳／AB型

　　　   馨
かおり

 さん 28歳／O型

　　　 雅
う

 楽
た

 ちゃん 1歳８か月／ B 型

今 月 の 表 紙

生活について

共働きで大変ですが、家に帰って子どもの顔を見る
と疲れも飛んでしまい、癒されています。
（俊行さん）家のことをできるだけするように心掛
けています。
（馨さん）予想以上にやってくれています。

度会町について
自然豊かで緑がたいへん多く、のんびりしていると
思います。

度会町の行事に

ついて

行事などは止めることなく残していった方が、帰郷
される方にとっても町に対し愛着を持つことができ良
いと思います。
保育所では、早くから遅くまで延長保育をしてもら
えて大変助かっています。病児保育もしてもらえると
嬉しいです。

子どもの名前に

ついて
夫の父が古典の中から選んで付けてくれました。
2人とも気に入っています。

将来について
夫婦仲良く子育てをしていきたいです。自分たちの
力でやっていける範囲で、家族も増えれば良いと思っ
ています。

雅楽ちゃん

から一言
アンパンマン大好き！度会町のアイドルを目指し、
日々がんばっています。

平成16年９月30日現在
（　　）内は前月比

避難食を試食


